館山市畜産奨励委員会会議録

開催日時場所　平成1８年１０月１８日（水）午後１時１5分～２時30分　市役所本館３階会議室

出席者　委員　　小峰　一正・和泉沢　宏義・川名　初江・庄司　岳洋・石橋　公正

　　　　　　　　山口　亮　・川名　清治・渡辺　喜夫

　　　　事務局　経済環境部　農水産課　

嶋田課長　　高田園芸担当係長　三堀副主査

欠席者　委員　　須藤　陽子・柳林　武樹・石井　康博　

１　開会

２　小峰委員長挨拶

３　報告事項…資料により高田係長説明

（1） 平成1８年度上半期畜産関係事業報告

平成18年度事業予定していた牛コロナウイルス病予防事業については、6月21日開催の畜産奨励委員会で決定した牛下痢5種ワクチン事業に変更。　　　

小峰委員長により進行

４　議題

平成1９年度畜産関係事業計画について…資料により高田係長説明

（1） 防疫事業

事務局　　　館山市の財政事情は非常に厳しいが、18年度同様要求実施していきたい。

山口委員　　牛下痢５種ワクチンについては現在共済で希望を取っています。

石橋委員　　養豚の関係で現在豚丹毒予防接種の補助は受けているが、これは自分で注射を打つ方が安価な為、申請者が減少している。その枠をパルボ接種に廻して欲しい。

事務局　　　予防接種補助の基準を確認したい。当初、法定伝染病・届出伝染病に限っていたが

　　　　　１６年度コロナウイルス病がまん延しており、予防接種普及の意味で補助したが３年を迎え見直しの時期と思う。１９年度は牛下痢５種ワクチンを実施するが、予算計上金額内で

　　　　　１/２補助とする。

　　　　　　今後は補助基準を検討したい。

石橋委員　　現在補助がないため１００頭前後の接種だが、今後定期的に接種したい。

　　　　　　今の予算の中で効果のある予防接種の補助をお願いしたい。

事務局　　　原則何の予防接種につき助成していくか検討していきたい。

（2） 共進会事業

出品牛強化対策事業　

            事務局　　　期間中２回の巡回指導で出品牛を選抜する手法で今年度と同様実施していきたい。

　　　　　　和泉澤委員　今回のように７月から指導をはじめ出品牛を決定していく方法はよいと思う。

　　　　　　　　　　　　毎年積み重ねていくことにより共進会が浸透していくと思う。

　　　　　　　 出品報奨金

　　　　　　事務局　　　19年度は千葉県大会が最終出陳となり、県出品　５０００円/頭を予算計上したい。

　　　　　　和泉澤委員　安房郡共進会も出品報奨金を検討してもらいたい。

　　　　　　　　　　　　他市では交付している。夫々出品に際しては相当の支出を伴っているので共進会の

　　　　　　　　　　　存続のためにも検討してもらいたい。

事務局　　　１９年度予算は今年度並と財政方針がでているため努力はするが約束はできない。

　　　　　　小峰委員　　共進会入賞することにより恩恵があればよいのだが。

　　　　　　川名（初）委員　共進会に出品しなければ血統登録する必要がないが、検定登録（耳標）があれば

　　　　　　　　　　　　血統登録はすぐできる。

　　　　　　　　　　　　　ついでのお話ですがに検定数値は送付されてくるが指導コメントがなく意味がない。

　　　　　　山口委員　　検定数値は峰岡乳牛研究所に集計され、共済組合へ通知されてくるので、今後２年位で

　　　　　　　　　　　指導方法が確立できると思います。

　　　 （３） 酪農ヘルパー事業 

　　　　　　　　　　　　今年度並の予算計上

　　　　（４）興事業資金利子補給事業・・・資料のとおり

　　　　（５）旧豊房育成牧場解体撤去工事

　　　　　　事務局　計画的に解体を実施・・・資料のとおり

５　その他

　　　　　　事務局　　別紙資料１・２・３のとおり

　　　　小峰委員　　　安房南部区域堆肥センター建設計画のその後はどうですか。

　　　　事務局　　　　平成１６年１１月家畜排せつ物法が施行され、各酪農家の皆さんにおいては既に

　　　　　　　　　　　堆肥処理施設を整備されており、市においては堆肥センター建設に賛同できない。

　　　　　　　　　　　現在計画は進んでいません。

　　　　川名（清）委員　　農道を作りその波及効果として何がしの施設を作る必要があり、部会を立ち上げ活動していたが、今年度部会は開かれていない。計画は生きているが現実的には難しい。

　　　　

　　　　　　

　　　　事務局　　　　以上を持ちまして、平成18年度第二回館山市畜産奨励委員会を終了します。

